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＝LNG基地

＝発電所（ は検討中）

アクション④ 天然ガスを活用したレジリエンス機能の強化

＜家庭用燃料電池(エネファーム)＞ ＜ガスコージェネレーション＞

1999年
天然ガス普及・拡大に向け

LNG３基地を
環状ネットワーク化

2020年
茨城幹線開通により

LNG４基地を
環状ネットワーク化

2030年に向けて
自治体・他インフラ
会社との連携

（パイプライン連携等）

・分散型エネルギーシステムの拡大により、ご家庭

やビジネスの防災機能を強化

＜日本橋スマートエネルギープロジェクト ＞

・非常時にも、電気に加え熱・水・情報通信・データ

を安定利用できる街づくり

既存地区

非常時にも

50%の電気を供給

プラント

電気設備

ガスコージェネ
レーション
システム

都市ガス（中圧）

電気電気 熱

再開発ビル
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災害に強い暮らし・街づくり

系統電力

天然ガスインフラのさらなる強靭化

 2020年の茨城幹線開通により、第二の環状ネットワーク化が実現します。2030年に向けて、自治体・
他インフラ会社との連携強化により、政治・経済・産業等の中枢である首都圏の天然ガスインフラの
さらなる強靭化を推進します。

 分散型エネルギーシステムの拡大により、非常時にもエネルギー供給が継続可能な災害に強い暮らし・
街づくりを推進します。


